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１．30 年戦争と「 白 山
ビーラー・ホラ
の戦い」 
ヨーロッパ史上有名な大宗教戦争である 30 年戦争は、1618 年にプラハから始まった。 
 この大宗教戦争の震源地となったチェコ王国では当時、逆説的なことに、国法によって高度
な信仰の自由が保証されていた。30 年戦争が勃発するよりも 10 年ほど前の 1609 年に、ハプス

























ルドルフ 2 世より 2 つ前のハプスブルク家出身のチェコ国王で、反プロテスタント的なフェ
ルディナント 1 世（在位 1526─64）は既に、王権の強化とチェコ王国の再カトリック化に努め、












のマティアス（マティアーシュ）（チェコ国王在位 1611─19）は 1611 年に退位させ、プロテス
タント諸派の不一致につけ込んで王権の強化を図った。そして、ハプスブルク家の内部分裂で
遅れていた対抗宗教改革が再開され、カトリックはプロテスタントへの攻勢に転じた。しかも、










事件（první pražská defenestrace）」）を真似たもので、「第 2 のプラハ窓外放擲事件（druhá 
pražská defenestrace）」と呼ばれる。その後プロテスタントは「ディレクトル」と呼ばれる 30 人
の指導者を選んで彼らに統治を委ね、イエズス会士たちを騒乱の扇動者としてチェコから追放
し、イエズス会の領地を没収してしまった。この事件がきっかけとなって、その後ヨーロッパ
各国を巻き込みながら 30 年も続くことになる大宗教戦争が勃発したのである。 
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翌 1619 年にマティアスが死んでフェルディナント 2 世が即位すると、プロテスタントはフェ
ルディナントを廃位し、プロテスタント連合の指導者であるファルツ選定侯フリードリヒ 5 世
を新国王に選んだ。
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然かもしれないが、両者は有頂天・恍惚という点で同属的なものだと思われる。
図 6 ベルニーニ「聖テレジアの法悦」（1647─52 年） 
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図 7（上）、図 8（下） 1621 年の処刑 
図 9（左） 旧市街市庁舎前の舗石に刻まれた十字架、図 10（右） 旧市街市
庁舎の壁に記された処刑者たちの名前 
Ｗｅｂ版では非公開
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以後、次々と対抗宗教改革・再カトリック化的措置が実施され、それはフェルディナント 2
世がボヘミアに 1627 年 5 月、モラヴィアに 1628 年 7 月に発布した「改定領邦条例」によって
頂点に達した。この条例によってルドルフ 2 世の「信仰の自由の勅許状」は正式に廃止され、
宗教的には（ユダヤ教を除き）カトリシズムだけが許され、言語的には従来のチェコ語に加え
てドイツ語がチェコ王国の公用語とされた。更にフェルディナント 2 世はボヘミアに 1627 年 7




























既に 1556 年にフェルディナント 1 世によってプラハに招致されたイエズス会は、プラハ旧市
街の聖クリメント（クレメンス）修道院に拠点を据え、カレル橋の旧市街側の袂の「王の道」










系の教授たちを追放してこの大学をカトリックの大学に変え、1654 年には 2 つの大学を統合し
て「カレル＝フェルディナント大学」とするに至った。





















両脇にイエズス会の聖人ロヨラとザビエル、更にその下の欄干に 6 人の聖人たちの像である。 
図 12（左） ルラゴ「至聖救世主教会」正面（1650 年頃改築、クレメンティー
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チェコ・バロック芸術の頂点は 18 世紀の最初の 2、30 年と言われるが、それが経済的好況と
共に宗教的自由化の政策を取ったヨーゼフ 1 世（チェコ国王在位 1705─11）の統治期と重なっ






































































まで──あるいは 17 世紀初頭までも──用いられていた。 
ところで、プラハは 30 年戦争、とりわけその末期のスウェーデン軍による攻撃によって甚大








図 17（上） カレル橋上から見たプラハの景観・旧市街側 
Ｗｅｂ版では非公開
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ロック様式の聖ミクラーシュ教会という 2 つの教会が共存している。長さ 500 メートルを超え
るヨーロッパ最長の石橋であるゴシック様式のカレル橋の上には、主としてバロック様式の 30
体の見事な聖人像が据えられている。


























図 23（左） サンティーニ＝アイヘル「聖母マリア被昇天修道院教会」（1712─26 年、
クラドルビ市）、図 24（右） 同、平面図 
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ロックを総合的に捉えようとする『バロックのチェコの栄光』（2001 年）40、『イタリアのバロッ
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